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研究成果の概要（和文）：千年に一度程度発生する低頻度巨大津波災害であるミレニアム津波ハザードの事例を取り挙
げ，災害史学から明らかにされる史実に加え，地質学・堆積学・地形学・地震学など科学的な手法に基づいて補完する
ことで，沖縄および東北地方でのミレニアム津波ハザード評価を検討した．まず，八重山諸島において津波で打ち上が
ったサンゴ化石（津波石）の分布調査および解析により，1771年明和津波に加え，850，1100 yrBPの2期存在する可能
性が示された．さらに，仙台平野でも学際的な調査を行い，869年貞観地震津波に加え，1260や2050yrBPされた．2011
年東日本大震災で得られた津波被害関数などの検討も実施した．

研究成果の概要（英文）：The purpose of the research is to evaluate the millennium tsunami hazard ,which is
 a low frequency giant tsunami disaster which occurs once in about 1000 years, by complementing based on s
cientific techniques, such as geology, sedimentology, topography, and seismology, in addition to the histo
rical fact and documents in literatures. Millennium tsunami hazard evaluation was carried out in Okinawa a
nd the Tohoku district. First, a possibility that 850yrBP and two terms of 1100 yrBP would be suggested by
 the investigation and analysis of a coral fossil (tsunami stone) which were launched from tsunami in Yaey
ama Islands in addition to the 1771 Meiwa tsunami was shown. Furthermore, interdisciplinary investigation 
is conducted in Sendai plane that 1260yrBP and  2050 yrBP would is added to the 869 Jogan earthquake. Exam
ination of the tsunami damage function etc. which were obtained by the 2011 Great East Japan Earthquake wa
s also carried out. 
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１．研究開始当初の背景 

 低頻度リスク評価の現状によれば，人的被

害の 90％以上は，5％以下の低頻度巨大災害

（数百年に一回の頻度）に起因している．過

去において，このような低頻度災害を知るこ

とは不可欠であるが，江戸時代から現代まで

（～約 400 年間）は質・量ともに十分である

ものの，それ以前の情報は限定的である．ま

た，多くの歴史史料には，イベント（発生事

実や被害の概要）に関する記述はあるが，ハ

ザードおよび被害発生メカニズムに関する

記述は極めて少ない．そのため，影響度や影

響規模の定量的評価は困難である．さらに，

当時の地形や環境条件を再現する手法が十

分確立されておらず，現況によるミレニアム

津波ハザードの解析結果には疑問が残って

いた．この中，2011 年東日本大震災が発生し，

本研究の意義や目的が非常に注目された．  

 

２．研究の目的 

 本研究では，千年に一度程度発生する低頻

度巨大津波災害（以下，ミレニアム津波ハザ

ード）の事例を取り挙げ，災害史学による史

実の補完を，地質学・堆積学・地形学・地震

学など科学的な手法（痕跡史）に基づき実施

することにより，ミレニアム津波ハザードの

評価方法を新たに構築する．さらに，津波工

学分野で開発されつつある被害（Fragility）

関数を取り入れた数値解析を実施し，人的被

害だけでなく地域社会や沿岸環境に及ぼし

た影響について総合的・定量的に評価するこ

とを目的とする． 

 

３．研究の方法 

 大きく 2 段階において研究を実施した． 

・災害史の再検討と当時の環境・地形の再現 

各史料を整理・検討し，災害史学的に推定さ

れる津波の挙動と影響を明らかにする． 一

方，地形など当時の環境（計算諸条件）を地

形学・堆積学的に復元し，数値解析の入力デ

ータとして整備する． 

・痕跡史からのハザード情報の摘出と低頻度

ハザード評価 

対象沿岸域での津波堆積物および津波石の

分布データの現地収集を行い，その分布から

入射波条件，水理特性，津波浸水域などを推

定する． こうした波源についての制約条件

をインバージョン法に取り入れ，津波発生メ

カニズムを考慮して波源モデルを推定する． 

次に，フォワード問題として，沿岸域での詳

細な津波挙動や影響を解析し，ハザード評価

を行う． 得られた結果を史実と比較するこ

とにより，結果の妥当性の検討を行う． 

 

４．研究成果 

 沖縄においては宮古諸島および八重山諸

島で，津波で打ち上がったサンゴ化石（津波

石）の分布調査および地形測量を行った．一

番被害が大きかった石垣島に加え，多良間島

や水納島では，数メートル大のハマサンゴ岩

塊が見つかることがわかり，年代測定の結果，

これらの岩塊は 1771 年明和津波起源である

ことがわかった．また，西表島では，マング

ローブ林で津波堆積物の有無を調査し，多く

の離水マングローブ堆積物が存在すること

を明らかにした。この堆積物は，C-14 年代測

定によって 850 yrBP，1100 yrBP の 2 期存

在する可能性が高いと想定された． 

 さらに，仙台平野（松島湾，岩沼，七北田

川下流域）や三陸地方沿岸部（青森三沢）で

地質調査を行い，コア試料を採取して古津波

堆積物の有無を検討した．特に，七北田川下

流域では，仙台平野の各地で確認されている

2400yrBP 頃に発生した大洪水時の堆積物と

考えられる粗粒～中粒砂層が-0.8m 以深に認

められた．イオウ分析結果から，洪水砂層の

直上までは海水環境下にあったがその後は

陸上の環境へと変化していたと考えられる．

その上位に-4.0m 付近と+0.62m 付近に 2 枚

の淘汰良好な砂の薄層が確認され，年代測定



値は 2050yrBP と 1260yrBP である。  

 最後に，2011 年東北地方太平洋沖地震津波

の被害実態から，宮城県沿岸部の市町におい

て津波被害関数を求めた．得られた津波被害

関数からは，浸水深 2m を超えると建物流失

率は急激に上昇し，6m を超えると 8 割以上

の建物が流失することが分かった．また，

2011 年津波において，宮城県の建物の耐津波

性はバンダ・アチェのそれよりも若干高いこ

とが分かった． 
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